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を中心に18種のフェノール化合物について調べた。  

［ 実験方法  

1．試薬   

フェノール化合物標準品は束京化成のもの，アセトニトリルは  

関東化学の高速液体クロマトグラフ用を使用した。   

2．装置  

1）高速液体クロマトグラフ  

ポンプ：日本分光880－PU  

カラムオーブン：日本分光865－CO  

フォトダイオードアレイ検出器：ウオーターズ社996  

（HPLC条件）  

分離カラム：昭和電工製 Shodex RSpak DE－613 6mm  

ID－150mmL  

カラムオープン温度：400c  

移動相：アセトニトリル：水＝50：50 1mg／min   

2）分光光度計 日立U－2000AIcmセル使用   

3，実験   

標準品をアセトニトリルに溶解し，100mg／βの溶液を調製し，  

移動相で10喝／βに希釈し分光光度計にて200～370nmの吸収ス  

ペクトルを測定した。保持時間は，1mg／βの溶液を調製し，  

HPLCに50／ノゼ注入し測定した。測定に用いた，フェノール化  

合物と吸収波長は，以下の通りである。   

230nm：p－クロロフェノール，m－クロロフェノール，p－  

クレゾール，2，3－ジクロロフェノール，2，4－ジ  

クロロフェノール，2，5－ジクロロフェノール，2，  

6－ジクロロフェノール，3，4－ジクロロフェノー  

ル，3，5－ジクロロフェノール，2，4，5－トリク  

ロロフェノール，2，3，6－トリクロロフェノール，  

2，4，6－トリクロロフェノール，2，3，4，6－テト  

ラクロロフェノール，ペンタクロロフェノール   

270nm：0－クロロフェノール，0－クレゾール，m－クレ  

ゾール，フェノール  

Ⅲ 結  果  

1．吸収スペクトル   

結果を図－1に示す。全般的に低波長側で大きな吸収を示し，  

240～320nmで山型の吸収帯を示すものが多かった。240～320  

nmの吸収常について見るとフェノール，クレゾール，モノクロ  

Ⅰ はじめに  

フェノールが含まれる水を塩素処理するとクロロフェノールが   

生成し，これが水道水に異臭味を与える事が知られている。その   

主反応生成物は2一及び4－クロロフェノール，2，4 一ジクロ  

⊥‾  
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生成すると言われている－）。また，2，4－ジクロロフェノールは   

除草剤2，4－D斉り，関連の殺菌剤，ペンタクロロフェノールの   

製造における中間体としても製造され，2，4，6－トリクロロフェ  

ノール，ペンタクロロフェノールは木材の防腐剤，殺かび斉りとし   

て用いられている2）。  

クロロフェノール類の異臭味に関する開催は一般的に低く，2一   

及び4－クロロフェノール，2，4－ジクロロフェノールなど味   

に関しては1／∠g／ゼとされ，例外的にフェノールとペンタクロ   

ロフェノールのみ100／∠g／ゼと言われている2）。  

以上の様に臭味に影響を与えるという事で，我が国の水道法に  

おいても水質基準項目としてフェノール類が定められており，そ  

の基準値はフェノールとして0．005皿g／β以下である。その測定   

方法は，4一アミノアンチピリンを発色試薬とした吸光光度法で  

あり，4－アミノアンチピリン，フェリシアン化カリウム溶液を  

加え発色させ，黄色のアンチピリン色素をクロロホルムに抽出し，  

rほ度を測定するものである。4－アミノアンチピリンは芳香族  
炭化水素のベンゼン核，ナフタリン核に水酸基が置換したフェノー  

ル類，及び置換基が0－，m一位に位置したフェノール誘導体と   

反応し，フェノールのみでなく，各種のフェノール化合物も含め  

フェノールとして定量する方法である。しかし，フェノール誘導  

体の中には，P一位に置換したものは反応しにくいなど，あくま  

でも個々のフェノール化合物の量を測定するのでなく，4－アミ  

ノアンチピリンと反応したフェノール化合物の合計をフェノール   

量として表示している。フェノール類の測定方法としては他に，  

有機溶媒に抽出し，ガスクロマトグラフィー，高速液体クロマト  

グラフィー（HPLC）で個々の化合物を測定する方法が多く検  

討されている3）・1）・5）6）・7） 。本資料では，測定方法の簡便化を考慮し  

たフェノール化合物の固相抽出，HPLCでの一斉分析を念頭に  

おき，基礎資料としてのフェノール化合物のHPLCでの保持時  

間，吸収スペクトルについて示す。フェノール化合物としては，  

WHO飲料水水質ガイドライン2）に示されたクロロフェノール類  
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ロフェノール，ジクロロフェノール，トリクロロフェノールの順  

に吸収帯位置が長波長側にシフトした。   

2．保持時間   

図－2に結果を示す。用いたHPLC条件では，18種のフェノ，  

ル化合物は24分以内に溶H＝ノた。溶H川和ま，フェノール，クレゾー  

ル，モノクロロフェノール，ジクロロフェノール，トリクロロフェ  

ノールの順であった。m－クレゾールとp－クレゾール，2，6－  

ジクロロフェノールと2，4－ジクロロフェノールは保持時間が  

ほとんど同じであり，ピークの分離が難しいと思われる。参考と  

して水質基準項目のナウラムの保持時間も測定したが，調べたフェ  

ノール類では測定に妨害するような近接したものはなかった。  
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吸光度  

200  240  280  320  200  240  280  320  

波長（nm）  

■■■  

200  240  280  320  200  240  280  320  

200  240  280  320  200  240  280  320  

■■  

200  240  280  320  200  240  280  320  

200  240  280  320  200  240  280  320  

図－1 吸収スペクトル（1）  
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200  240  280  320  200  240  280  320  
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200  240  280  320  200  240  280  320  

200  240  280  320  360  200  240  280  320  
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図－1 吸収スペクトル（2）  
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保持時間（分）  

ーー・・■ 1．フェノール  

・－■ 2．m－クレゾール  3，p－クレゾール  

■ 4．0一クレゾール  

－ 5．0－クロロフェノール   

■－－ 6．p－クロロフェノール  ■■  

7．m一クロロフェノール  

8．ペンタクロロフェノール  

－■  （チウラム）  

－■－ 9．2，3－ジクロロフェノール  

・・－10．2，6－ジクロロフェノール 11．2，4－ジタロロフェノール  

ー12．3，4－ジクロロフェノール  

・－ 13．2．5－ジクロロフェノール  

－14．3，5一ジクロロフェノール  

■■  

・－15．2，3，6一トリクロロフェノール  

■－－16，2，4，6－トリクロロフェノール  

－・17．2，4，5一トリクロロフェノール  

．＿．18．2，3，4，6一テトラクロロフェノール  

図－2 保 持 時 間  
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